
会 社 名

代 表 者 名

設 立 　　　　　　　　　1970　年　　12　月　　　　　　　　　

所 在 地

電話・ＦＡＸ 電話：0567-95-2182　FAX：0567-94-0330 （担当者）林　裕之

受 賞 部 門 　　（該当するものに○をつけてください）

タ イ ト ル

　　第４条５号該当の詳細な事由

た。

被
表
彰
者
会
社
名

株式会社　加藤建設
取締役社長　　加藤　徹

〒497-8501　愛知県海部郡蟹江町大字蟹江新田字下市場19-1

受
 

賞
 

活
 

動
 

内
 

容

　　　（１）　災害復旧支援活動　　　　　　　　　（５）　社会福祉活動   

　　　（２）　防災支援活動　　　　　　　　　　　　（６）　建設業ふれあい活動

　　　（３）　地域活性化への取組 　 　　　　　 （７）　建設業のイメージアップ・広報活動

　　　（４）　環境美化・保全活動      　  　　 　（８）　その他

ビオトープ管理士取得による社員の環境意識向上と環境保全活動

環境に配慮した工事をするためには知識が必要ということで、2011年より公財）日本生

態系協会のビオトープ管理士の資格取得を推進し始めました。2017年現在、有資格者

は、130人となり社員の約半数近くとなっています。また、資格の有無に関わらず、自然

環境に関する研修を継続して企画・実施することで社員の環境意識醸成を図ってきまし

これらの取組みを実施することでにより、工事における自然に配慮する気持ちが芽生え、

現場樹木の伐採回避、生き物の保護など現場の環境保全活動に繋がっています。

最近では、ビオトープ管理士による地域の親子を対象とした『自然観察会』を開催したと

ころ好評であったため、なごや環境大学にて講座を開設し、活発な活動を展開中です。

建設業においてこのような取り組みは例が無く、日刊建設工業新聞にて記事が掲載、

また、環境省の『環境　人づくり企業大賞2016』にて環境大臣賞（大賞）を受賞、また、

『第５回いきものにぎわい企業活動コンテスト』にて審査委員長賞を受賞することが

できました。（環境人づくり企業大賞は、5/22表彰式）

今後もビオトープ管理士資格の取得を軸に、本業に根差す自然と共生した建設業を

目指した教育や研修を実施し、社員の環境意識醸成に積極的に取り組んでいきたい

と考えています。



会 社 名

代 表 者 名

設 立 昭和24年5月14日

所 在 地

電話・ＦＡＸ TEL 052-935-2359     FAX 052-935-2155 （担当者） 紀伊保

受 賞 部 門 　　（該当するものに○をつけてください）

タ イ ト ル

　　第４条５号該当の詳細な事由

被
表
彰
者
会
社
名

受
賞
活
動
内
容

〒461-0004　名古屋市東区葵三丁目１９番７号

　　　（１）　災害復旧支援活動　　　　　　　　　（５）　社会福祉活動   

矢作建設工業株式会社
髙栁　充広

　　　（２）　防災支援活動　　　　　　　　　　　　（６）　建設業ふれあい活動

　　　（３）　地域活性化への取組 　 　　　　　 （７）　建設業のイメージアップ・広報活動

　　　（４）　環境美化・保全活動      　  　　 　（８）　その他

建設業だからできる社会貢献

　若者に不人気といわれる建設業だが、その社会的意義は極めて高い。当社が保有す

る鉄道技術研修センターという施設を用いて、近隣の小学生と保護者を対象とし「夏休

み親子体験会」の実施や中学生、高校生への職業紹介を行った。

　また、視覚障がい者の訓練として、同施設にある本物のレールやホームを用いて、

さまざまな体験をしてもらった。

　⑦視覚障がい者支援団体（三重県）　23名　⑧愛知県盲人福祉連合会　40名

　⑨愛知網膜色素変性症協会　20名

　夏休み親子体験会では、普段触れることない建設機械や測量機器を触ってもらい

建設に対する理解とイメージアップが図られた。

（主な活動実績）

　①夏休み親子体験会　　　61名　　　　　　　　②県立愛知高校見学　　　　44名

　③市工芸高校見学　　　　42名　　　　　　　　　④大江中学勤労体験　　　15名

　⑤知多中学体験学習　　　11名　　　　　　　　⑥視覚障がい者支援団体（東海市）　16名

　視覚障がい者体験会では、一般紙、民放ＴＶの取材、ＮＨＫの中継放送もあり、当社の

施設を用いて積極的に社会貢献活動を展開するとともに、建設業界のよい広報活動と

なった。



会 社 名

代 表 者 名

設 立 1953年12月

所 在 地

電話・ＦＡＸ
　電話　（０５６６）３６-１８１１
　FAX　（０５６６）３６-１８１７

（担当者）石原雅文

受 賞 部 門 　　（該当するものに○をつけてください）

タ イ ト ル

　　第４条５号該当の詳細な事由

　　　2015年 1月26日　　振り込め詐欺防止の標語入りカード型ルーペ9000枚
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　〒448-8622　愛知県刈谷市一里山町伐払１２３番地

　　　（１）　災害復旧支援活動　　　　　　　　　（５）　社会福祉活動   

　　　　　　　　　　　　　　  刈谷ﾎｰﾑﾆｭｰｽ2015.02.07付

                                中部経済新聞2015.10.21付、刈谷ﾎｰﾑﾆｭｰｽ2015.11.07付

　株式会社　近藤組
　代表取締役社長　　近藤　純子

　　　（２）　防災支援活動　　　　　　　　　　　　（６）　建設業ふれあい活動

　　　（３）　地域活性化への取組 　 　　　　　 （７）　建設業のイメージアップ・広報活動

　　　（４）　環境美化・保全活動      　  　　 　（８）　その他

　防犯、交通安全啓発制作物寄贈

　　　　　　　　　　　　　　　寄贈式で、愛知県刈谷警察署長様より感謝状授与

　　　　　　　　　　　　　　  ㈱近藤組、近藤グループ安全衛生協力共済会から　

　　　　　　　　　　　　　　  中日新聞2015.01.27付、中部経済新聞2015.01.27付

　　　2015年10月20日 　高齢者に反射材着用を呼びかける交通安全定規5000個　

　　　　　　　　　　　　　　　㈱近藤組、近藤グループ安全衛生協力共済会から

　　　　　　　　　　　　　　  刈谷市老人クラブ連合会に寄贈　　

　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ振興など様々な分野の年間功績を表彰)において

　　　　　　　　　　　　　　　刈谷市社会福祉協議会より感謝状授与

　　　　　　　　　　　　　　　刈谷市社会福祉協議会に寄贈

　　　　　　　　　　　　　　　2016年5月24日刈谷市総合式典(産業の発展、地域貢献や



                                中部経済新聞2016.11.08付、刈谷ﾎｰﾑﾆｭｰｽ2016.11.19付

      2016年11月 7日　　「防犯・交通安全のぼり旗」84本

　　　　　　　　　　　　　　 アピタ刈谷店、イトーヨーカ堂刈谷店、愛知県交通安全協会

　　　　　　　　　　　　　　 寄贈式で、愛知県刈谷警察署長様より感謝状授与

　　　　　　　　　　　　　　 刈谷支部などに寄贈

                                ㈱近藤組、近藤グループ安全衛生協力共済会から


